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次の11卜 14)の 問いに答えなさい。(6点 )

(1)コ ウモリの翼, クジラのひれ, ヒトの腕のように,現在の形やはたらきは異なるが, もとは同じ形

やはたらきであったものが変化してできたと考えられる体の部分は,一itに何とよばれるか。その名

称を書きなさい。

121 図1は ,地」tの まわりを公転するサ1の動きと,地球と月が太陽のiL

を受けるようすを模式的に表したものである。図1のアヽ工の中から
,

月lJと 日食が起こるときの月の位置として,最も適切であると考えら

れるものを1つずつ選び,記号で答えなさい。

オカナダモの葉を 1枚 とって,プ レパラー トをつくり,図 6の よ

うに,顕微鏡を用いて観察 した。

晋][稲場――II : |liる
 [:』 :[::|]]llii

② ある池からオオカナダモを2本採取 し,同 じ水槽に入れた。オ  図 6

BI
f)

'/4f)o+
,'=>L J.i.i.,) ),t し町1の机■

13' 本炭を用意 し,質量:を 測つた後,図 2の ように,空気中で木炭を燃やす。17や し

た後に残っていたものの質量をlllっ たところ,質量が減少していた。燃やした後に

残っていたものの質量が減少 していたのはなぜか。その理由を,簡単に書きなさい。

14' 図 3の ように,24Vの 電池,25Ω と15Ω の抵抗及び電流計を接

続 した。電流計に流れる電流の1人 きさは何Aか。計算 して答えなさい。

生物と細胞及び「1然 と人間に関する(1)ヽ 13)の 問いに答えなさい。 (11点 )

11)図 4は ,ある池のまわりから採取したイヌワラビの体の全体を模式的に表し  図 4

たものである。

① 図4のア 工ヽの中から, イヌワラビの茎として,最も適切なものを1つ選

び,記号で答えなさい。

② 図5は ,種子をつくらない植物を,それぞれの特徴によって分類し,ま と

めたものである。図5の ( 0 ),( 〇 )の それぞれに適切な言葉を補い
,

図を完成させなさい。
図 5
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身のまわりの物質及び化学変化とイオンに関する(1ヽ 12)の 問いに答えなさい。(11点 )

(1)3つのビーカーA～ Cを用意し,次の手順にしたがって, ミョウバン, 硝 酸カリウム,塩化ナトリ

ウムの結晶をとり出す実験を行った。表 1は , ミョウバン,硝酸カリウム,塩化ナトリウムの,水
10鼈 に溶ける質量と温度の関係を表したものである。

0 3つ のビーカーA～ Cのそれぞれに,60℃ の水1∞gを人

れ, ビーカーAにはミョウバンを, ビーカーBには石肖酸カリ

ウムを, ビーカーcには塩化ナトリウムを,それぞれ溶け残

りがないようにかき混ぜながらカロえ,飽和水,容液をつくる。

② ビーカーA, Bの水溶液の温度を30℃ まで下げ,ろ過して

結品をとり出す。

O ビーカーCの水溶液を蒸発皿に少量入れ,加熱して結晶を

とり出す。

② 図9の ように,備 長 炭に,塩化ナトリウムオ●容液とフェノー

ルフタレイン溶液をしみこませたキッチンペーパーを巻き付け,

その_Lに ,アルミニウムはくを巻き付けて電池をつくる。

① 塩化ナトリウムは,水の中で陽イオンと陰イオンに電離す

る。次の [II:]の中が,塩化ナトリウムの電離するようす

を適切に表したものとなるように,( 0 )～ ( 0 )に
1つずつ,化学式またはイオン式を補いなさい。

(⑤ )→ (〇 )+(0)

① 塩化ナトリウム水溶液は混合物である。次のア～工の中から,混合物を1つ選び,記号で答えな

さい。

ア エタノール   イ 空気   ウ ニ酸化炭素   エ アンモニア

② 手順0でつくった60℃のミョウバンの飽和水溶液の質量パーセント濃度は何%か。小数第2位を

四拾五入して,小数第1位 まで書きなさい。

O 手順②において, ミョウバンと硝酸カリウムの結晶をとり出したとき,結晶の質量が大きいのは

どちらの物質か。また,その物質の結晶の質量は何 gか。それぞれ答えなさい。

① 塩化ナトリウム水溶液は,温度を下げても塩化ナトリウムの結晶をとり出しにくいため,手順0
のように,加熱して塩化ナトリウムの結晶をとり出す。塩化ナトリウム水溶液の温度を下げても,

塩化ナトリウムの結品をとり出しにくいのはなぜか。その理由を,表 1を参考にして,簡単に書き

なさい。

表 1

融
０

コル０

硝酸

カリウム

(g)

塩化ナ ト

リウム

(g)

0 57 13 3 35 7

36 1

57 5 109 2 37 1

塩化ナ トリウム水溶液とフェ

ノールフタレイン,容 液をしみ
こませたキッチンペーパー

アルミユウムはく

0
輌【互IIII`麗秀

池
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大地の成 り立ちと変化に関する111(21の 問いに答えなさい。(5点 )

11)地震そのものの規模の大きさを表す尺度は, 一般に何とよばれるか。その名称を書きなさい。

② 図14は ,中国地方で発生した地震の震央,地点A及び地′点Bの位置を示したものである。図15は
,

この地震における,震源からの距離と初期微動継続時間の関係を表したものである。

図15

15

0占
20    30    40     50

震源からの距離 lkin)
「 |

0 図14の地震は,地下の浅いところで起きた。次のアヽ工の中から,この地震が起こるしくみとし

て,最 も迫切なものを1つ選び,記号で答えなさい。

ア 海洋プレートが大陸ブレートの下に沈み込み,プレートの境界で,Lこ る。

イ 大陸プレートが海洋ブレートの下に沈み込み,プレートの境界でlLこ る。

ウ 海洋プレートが大17・ プレートの下に沈み込み,大陸ブレートの内割;で起こる。

工 大陸プレートがln~洋 プレートの下にltみ込み,大陸ブレートの内部で起こる。

C 震鴻:か ら地点A,地点Bま での距離は,それぞれ56km,22 kmであり,地点Aでは,14H寺 7分34秒

にP波を観測した。図15を もとにして,次のa,bの 世1い に答えなさい。ただし, S波力平云わるi基

さを3 5km/sと する。

a 地震が発生してから,地点Aに ,P波がテ1辻するまでにかかつた時間は何秒か。計1算 して答え

なさい。

b 地点Bに , P波が到達する時刻を答えなさい。

初
期
微
動
継
続
時
間
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131 図20の ように,底面から8cmま で

水を入れたビーカーの中に,図 16の

装 i置 を用いて,質量40gの おもりの

底面が水山iと 接するところからゆっ

くりと水の中にltめ ていった。図21

は, このときの,水 rHか らおもりの

底由iま でのrL離 とばねののびの関係

を表 したものである。

25

ば
ね
の
の
び

Ｃｍ

()i「
‐~う~・~1~・~t~・~1

水面からおもりの底

面までの距離(cm)

① 図22は ,図 20における,水面からおもりの底面までの17F離が 4cmの

ときのおもりのようすを表した模式図である。図22の矢印 (― )は

おもりにはたらく重力を表 している。水面からおもりの底面までの距

離が 4cmの とき,次のa, bの問いに答えなさい。

a ばねにはたらく力の大きさは何Nか。図21を もとに,計算 して答

えなさい。ただし,100gの 物体にはたらく重力の大 きさをlN
とする。

b 図22の点 (。 )を おもりにはたらく浮力の作用点として,浮力を,

図22に矢印 (―))でかきなさい。

お も

② おもりの底面が水面から10cnlの高さになるまで,お もりを持ち上げて議Lさせ,ばねの下の糸を

切り,お もりを落下させた。このとき,お もりの落下する速さはどのように変化すると考えられ

るか。次のアヽオの中から,時間とおもりの落下する速さの関係を表したグラフの形として,最

も適切なものを1つ選び,記号で答えなさい。ただし,ア～オの中の,縦軸と横軸に平行な2本の

点線(― )は ,お もりが水面に達したときの,時間と速さを表している。また,空気の抵抗及び

水面や水中での水の抵抗はないものとする。

速

さ

速

さ

速

さ

オエ

水面からおもりの

底面までの距離
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